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（本論文の要旨ほ第27回長崎医学会総会にて発表した）
．弟■1章　応　　　盲
先に著者は乳糜尿症患腎の腎琳巴管撰張畢
び噂生を認め之を手術的に遮断す畠ことに伐
り乳糜尿を閉止せしめることに成功し、所謂
フィラリア畢生性乳糜尿の源泉は尿路に開口
せる琳巴．管にあることを証明した0
しかし憤り忙乳歴が腎淋巴管を逆流して尿
中に混入するに至る原因が遠く胸管淋巴管の
適応障時による乳糜琳巴の欝滞逆流にあると
する時、ラィラリア寄生の結果如何なる病理
過程を経て、叉如何なる形に於て胸管淋巴の
欝滞を来すものか．この鮎の誼甲が充分では
ない。
フィラリア寄生性乳糜尻の垂生には勿論フィ
ラリアの感染、寄生が不可快の要件であり、
この間嶺の解決にはフィ　ラリア寄生が生体に
．及ぼす影響の解明融必要である。在凍フィラ
リア症特に乳糜尿症の血沈．血液優等に関し
ては多数の症例による統計的觀察がなされて
居るが生理畢的、体液病理畢的方面からの研
究が非常に少い。胸管淋巴欝滞の原因として、
L叩is，Manson　以寒胸管内の母虫自身又は
管壁の器質的壁化が奉げられて寮たが、淋巴
拭の障碍は管壁と内容淋巴液との相封的関係
に於■て成立するもので管壁の壁化と共に他の
因子として琳巴の性状が壁化を来して淋巴流
の障碍を来す場合も考へられる。か1る觀鮎
からアイラ・リア症特に乳嘩尿症患者につき先
づ血時の物理化畢的性状あ．皇、3に就いて換
討を行うた。　　　　．
第2章　血　清　丑　■白
血清（渠）蛋白質は生理的燥件の下ではそ
の†足せる量及組成に依って体液隼程々の物
理化畢的性状を輿へて血流、淋巴流及びモ由・
凝固性等々の生理聾的作用を固滑ならしめ叉
水分その他の新陳代謝に重要なる役割を演じ
七ゐる。血清（柴）蛋白質は「アルブミン」、
「ダアブサン」及び「フィブリノゲン」の各分
割より成り夫々特有わ物理単軌生理聾的作
ヽ
用を有し、健康人に於ては一定の線蛋白畳と
分割のこ先の組合せに於て正常の生理的作用
が保持せられて居島のであるが．種々の病的
其抹・髄に僻．ては革の昔自叶轟は質的の章野動を走巳1ノ
その結果色々の症候群を聾して凍るものと考
へられる盲従って血清蛋白の測定は疾患の本
態及甲箆彼の判定に重要な意巷を有する■もの
とLて最近各種疾患に就いての血清蛋白の研
究は非常に盛んに摺って発た0
乳糜尿中に見られる脂肪と蛋白は尿所見中
■・■
中二大特長にして乳糜尿期間中に於いて尿の
混濁の増加と共に蛋白畳も脂肪と共に増加し
蛋白が度々脂肪量を凌駕すること　はA亡ker－
√
mann，Eggle，Htlber，Magnus－Levy，Brieger，
Siegmond・山月、井上等の茸晩成績に依って
も明か左所である。乳糜尿排出の永続する場
202 片　　　　　　　噂
合度々栄養障碍を来し稀には全身性浮腫を見
ることがあるは吾人のよく経験する桝である0
一方蛋白分割の研究に於ては慢性侍染病、
或種の寄生虫性疾患い「アレルギー」性疾患
等に於て「グロブリン」の増加を認めて網状
織内被細胞系（R・E・S）、肝い　脾機能との
關係が論ぜられてゐる。
私は「バンクPフリ糸状虫寄生着い所謂
フィ　ラリア症具有着工時に乳磨尿患者の血清蛋
白い粘桐度を測定し健常者と比敬してフィラ
リア寄生及び乳靡尿排出が如何なる影響を及
ぼすかを観察した0
第1節　賓駈材料及鷺曝方法
1）．実験せる患者40名、内訳は仔虫陽性無症状者
2名、熟発作を主訴とするものユ名陰嚢水腫ノ5名、象
皮病3名、淋巴陰葉1名い乳廉（血）尿症28名いで
全例中仔虫陽性者13名
2）健常者は医局員、看謹婦中流行地以外の出身
者にして血中に仔虫陰性蕃庵選んだ。
3）採血は原則としで早朝臺腹時肘静晩より採取、
24時間放置して分離せる血清な異験に供した。
4）血清蛋白畠の測定ほ日立製血清蛋白計、い或る
●
症例ほ吉川民法に依った。、
5）血清粘桐皮剥定は200Cの垣池にて「ヘス」
粘桐度計な使用した。
6）粘桐度と血清比重、蛋白量より「アルブ′ミソ」、
「グロブリン」な測定した。
第2箇　健常者の血清董白
健常者　7名、－（内訳男子7名、女子0名）に就き
測定せる成績ほ榮1表に示す通りである。
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即ち血清粘桐度ほ1・600～1，765平均1・679、血
清総蛋白6・70〝8・00g！dl平均7い1Dg！dl，「アルブ
ミ・ン」4・23㌢5・84g！dl，（総蛋白の63・0～77い0％）・
平均4・84g！dl（68・0％）、「グロプリン」は1・64－
2・55g！dl（23い0～37・0％）、平均2・25g！（11（32．0％）い
蛋白商は1・73～3・34、平均2・23なる成績な特た。
健常者た於ける血清蛋白畠及びその、分割の畳的関
係に就いての先輩諸氏の成績な見ると第2表に示す
が如く重量法、比色法、屈折法、窒素定量法等々そ
の定量法の真るに従ひ威武に多少の相異ほ見られる
が屈折法、嘩酸銅法に依れば血清総蛋白畳の正常値
ほ概ね6い23～9・00、大多数は6い50～8・50の問に
在り「アルブ・′′ソ」、「グロブリ㌣」の畳ほ夫々3い60
～5・60Jlい50～2・50で鹿茸自に対する割合は夫々
60～70％、30～35％のものが多い。蛋白比は1．5～
、2・5の問にある。
第い3節　フィラリア症の血清茸白
「くさふるひ」の現症者及既徒者の3例は総蛋白畠
何れも　7い60g！dl以上平均値7・66g！dlにて減少な
見ずかへつて正常平均値な凌駕してゐる。「アルブ
◆ミン」は4い87′｝5・16g！dl平均4・99g！d！にて概ね
正常、「グロブリン」ほ・2・54－2・83g！dl、平均
2・68g！dlと正常値のそれに比し燥カに増加の傾向が
見られ、総蛋白量に対する比率は夫々64・7％、35・3
％となり総蛋白増加の轍向は専ら「グロブリレ」の
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第　2　表二
・‡
増加によることが覗はれる。従って蛋白比もト84
となり正常値の召・25に比し低下してゐる0
陰襲水腹に於いては総蛋白量占！IO～7・8pg！dl、ム平
均6・82g！dlで大部分ほ正常値範囲内に在りい「ア
ルブミン」、「グロブリソ」量は夫々平均4・65g！dl、
2・17g！dl，総蛋白に対する割合ほ夫々68・5％、31・5
％、輩自比2・28となり各分割の量的関係も正常値
のそれと大差がない。唯血中に仔虫多数な証明した
第5例でほ「グロプリン」の埼加な革めた○
象皮病に於てほ結露自量6・40－8・50g！dl，、平均値
7．50、「アルブミン」平均値5・18、［グ占プリン」
2．32、総蚤自に対して夫々68・5％、う1・5％、蚤自
．比2・26で、概して血清蛋白に変化がないと云ふこ
とが出来る。
琳巴陰褒の－一例は「アルブミン」の減少により嘩
蛋量声・40g！dlと低蛋白血症な示し、蚤自比の軽度
の低下が見られる。
乳腱（血）尿症に於ては先づ総菜自量に就いて見ると
，平均値5い96g！dlで健旗正常値のそれに比して約
17・？％弱の低下があり低蛋白血症の存在が覗はれる○
更に詳細に観察すると正常亀四億（6・50g！dl以上）
辛い3表
均
12l永田l8に－淋巴陰滴lに00ン用】62！38Ⅰい63j3・35j2い05
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第　∠l表
十チ‡‡‡
に達するものほ28例申僅かに8例、で14例（50％）は
5．UO～6．00g！dl『の間にあり、甚だしきほ4・40g！dl●
と驚くべき低蛋白血症な示すものが2例あった。各
分国の量的関係な観ると「デルブミソ」ほ一期に減
少な来し正常値（4・23一以上）に達するもの僅かに
＼
8例で、14例（50％）は3・50g！dl以下の低「アル
・ブミソ」血症な呈し、平均3・60g！dlで正常平均値
より約25・6％の減少か認められる。
「グいロブリン」絶対量ほ或症例は正常値範囲内に
あるが11例が正常範囲（1・64g！dl～2・55g！dl）ね超
）
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へて増量し、3い00g！dl以上のもの
が8例な数へる。平均値2・43g！dl
で「アルブミン」とは逆に噂量し
てゐる。給費自に対する「アルブ
ミン」、「グいロブリン」の割合は平
均夫々59・5％、40・5％で「グロ
プリン」の相対的噂加が著明であ
り従って黄白比ほ低下し一‘7例に
放てほ道増して1・00以下の数値な
示してゐる0即ち乳廉（血）尿症
に於ては一般に「ヂルブミγ」ほ
著しく減少して低蛋虫血症在来し
その程度は概ね症状の軽重に平行
する様である。「グロブリン」は
逝に増加の僻向があり「アルブミ
ン」の減少と相待って蛋白比が低
下する。「グロプリン」量と血中
仔虫数とほ必ずしも一定の関係ほ
認め特ないが、仔虫多数のものに
於ては「グロプリン」の増加して
ゐるものが多い0
血清粘欄度は「グロブリ／」の
絶対的或は相対的増加により単位
究自量に対する粘礪度が増加して
ゐるのは尊然であるがい乳廉（血）尿
症の如き総蛋白量の著明な減少によれ血清全体の粘珊度ほ低下して居り生理学的に特別の意義ほ見出し難い○
第　5　表　血牒旨蛋白▲量い
一拍闇
弟3曹‘血ム液凝固時間
血液凝固機転の永常に就いては主としてMo－か
wit王，及びHowe11の酵素説が採択せられている様
である。諸種疾患及病的状態に於ける血液凝固速度
に就いては古来幾多の業硫がある0その延長な見る
疾患として、全身的過敏症発現の場合（橋本）、餞
鱗（佐川）、肺結核及び肺炎（鈴木）、貧血及び紫斑◆
病（鈴木）、堤紅熱（篠崎）専が挙げられてゐる。
輸血直後（加藤）、連かなる出血及び演血の直後（鈴
木）、妊娠後期（石川）脳実習損傷時（内藤）、精神
分離症、進行性麻痺、（牛山）、子宮癌（加藤）等の
場合には道にその促進が報告せられてゐる0
拘擬酸胃達、蕗酸習達、食塩等の無税塩類溶液、
「ヘパリン」が血液凝固阻止作用があり、Medulan，
Neothrombin，Thrombogen等の一連の止血剤い「ビ
タミソ」C等が血液凝固な促進することは衆知の事
実であるが、「サルバルサソ」、「キニーネ」沃度「カ
リ」、蒼鉛剤、「アンチモソ」剤等もその薬理作用の
一つと・して血小板の減少な釆して凝固な抑制L．、反
対に「コンゴ㌧タコート」、胎路製剤等は之な促進せ
●
しめることが知られてゐる。「卒ルモン」関係な見
ても濾胞「ホルモン」は延良し黄体「ホルモン」ほ
促進せしめる。妊婦尿（和田、小野、杉山）、唾液
（重輔）も又促進、又戎種の葡萄状球菌ほ血祭に対
し凝固作用があって血液の凝固な輝進せしめる（妹
尾）と報告されてゐる。かくの如く化学薬品のみな
らず種々の体内外からの物質或は異物等の作用に依
り血液、体液の凝固性に種々の影響庵及すことが想
像される0
フィラリア症の場合の血液凝固速度に就いては既
に前島により報告されてゐるがいフィラリアの寄生
に依る乳廉廉症、象皮病その他の所謂フィラワァ症
の成立と体液の物理化学的性状との関係な検討する
－場合に淋巴液の凝固性も又重要なる開頓であらうと
考へ先づフィラリア感染者、諸種フィラリア症愚考
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の血液祝園時間ね測定した。測定の方法ほLeeand
Wbiteの試管法に依り、傍観300Cにて実験Lた。
虜1節　健康人の血液凝周時間
血液割周速度はそわ測定方法及各人の選ぶ条件に
とり多少の差異な生ずるほい免かれない翠であるが
he諷nd WhIte民法に依れは370Cに於て健常値
は6乃至Ⅰ5分と云ほれてゐる300Cに於て健康人8
名（男、5名、女3名）に就き測定した成績ほ第6
表に示す通りである。即ち7′00′′より11′30′！の問
にあり平均値ほ9′00′′であった。
第　6　表
■十
第2節　フィラリア症に放ける血液凝固時間
フィラリア症患者34例（内訳、乳靡（血）尿症
22例い象度病3例い陰環水陸5例、・淋巴陰襲『例、
「くさふるひ」現有者1例、仔虫陽性無症状者2例）い
に就き測定せる成置ほ第7表に示す通りである。
即ち簿11例乳靡尿症（8′30〝）、第29例陰襲水腫
（8′00つ、第33例、第34例の仔虫陽性無症状者（10′
00′、9′00つの4例（11・76％）ほ略健読者値甑囲内　一
にあるが爾余の30例（88・24％）ほ何れも（1′30′′～
6′30つ健常者のそれよ一りも穎縮ムし、就中28例（82い3
％）は6’00′′に達しない。
症状別に見ると乳廉（血）尿症の22例ほ1例な除
き殆んど全例（95・45％）に於て短縮が見られその
半数以上の12例（54・54％）は5’00〝以下である。
達
甚だしきほ第6例の如く　戸30′′と云ふものがちり、
22例の平均値なとって見ても5’00『′で血液窮固促進
の傾向が著明である○い乳廉尿と血乳廉尿叫軌こほ特
別の差異は琴められない○
象皮病症例ほ3例に過ぎないが夫々2′00′′、4’30’′、
4′30′′、平均二3′20′′で例外なく著しい短縮が見られ
る。
陰襲水踵の5例も平均5’24けで同様短縮の傾向が
あり乳廉性除襲水踵の1例（3′00’’）、淋巴陰鋒の1例
（3′30つは殊に顕著であった。
第33例、第34例の如く血中に仔虫陽性であるが症
状な有しないものはあまり促進が見られず（10′00′′、
ブ℃0′つ、之に反し「くさふるひ」現有者の第32例ほ
短縮してゐる。
『血液凝由時間の促進と血中仔虫の数、有無とは必
ずしも平行してゐない。
即ちフィラリア症に於ける血液凝固時間は現在
「くさふるひ」発作があり或は既に器質的変化な有
するものにあってほ一般に促進し、特に乱廉（血）
尿症、象皮病に於て顕著である。
第　7　表
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弟′4章　血　　小　　林
血液凝固の過程に於て血小板ほその担械的作用と
その含有する「トロムポプラスチソ」な遊離するこ
とに依って凝血が起るものとされてゐる0前述の如
－くフィラリア症に於ては∵鱒に血液凝固の促進が見
られるがいこの場合血液凝固にあづかる諸要素の分
析的検査の必要な感じ先づ血小板の測定在荷った0
測定方法はFonio民法に依り3回測定してその平
均値なとった○
第1節＋　－健常者に放ける血小板教
典小概数の正常値は発進諸氏の成琴な昇る与その
測定方法の異るに従い20万より90万に至る開きがあ
るがyonio民法及び其の類似の方法に依れば概ね
20万乃至30万の間にありFonio氏に依れは平均値
23万と云はれてゐる。
著者が8名に就き測定せる価は第8表に示すが如
く】3万よ・り34万中間にあり平均い205657でFonio氏
の価より幾分低砥な得た。
第2簡　「ウイラリア」症患者の血小橋数
「フィラーリア症」19例（内訳乳腱（血）尿症15例、
（＞
琳巴陰琴、象壁痛い陰襲水師い「くさふるひJ骨～
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第　8　表
葦
例）に就いて測定した結果ほ層9表に示す通りであ
る。即ち床血球千に対する血小板数は－二の例外な
除けば全例に正常値50～60な竃へて噂加して居り、
絶対値より見ても正常値（20万～30万）より嗜加な
示せるもの11例で就中40万以上な算するものが4
例あった0平均331048で明かに噂加の傾向が見ら
れる○特に血液凝固時間の億桁してゐるもの、血中．
一
に仔虫多数み証明するものは一般に顕著である。
（第9．表）
第　9　表
＋
l
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茅5幸　治療による乳虎（血）尿の経過との関係
弟1歯　血清蛋白
前翠に述べた如き血清告白の変化があるが15％沃
鹿「ナトリウム」腎孟内注入及び「スパトニy」に
！
よる治療続過な迫って血清蛋白量の消長な、11例に
就き初案した（第10表一発13表、第1国）　　　、
治療に用ひた沃度ナトサム液ほ15％い一週に2－
．い第10　表
＝≡い吉宗≡ララ
3回搭橘な訴へるまで注入するo「ス′くト羊ソ」ほ
一日畳む0・6－0・9gとし連綬投与した○
第11表
弟12　表
弟13　表
210 片一・　　　　　　曙
以上11症例阻就き治療経過
を迫って観察した結果は第
6乃至第10表に示す通りで
あるがい各例共乳磨尿期に
＼
於ては低蛋白血症を示しな
がら不定に勤略してぁるが
一旦乳靡尿の閉止を見ると
何れも可なり急速にい殆ん
ど直線的に血清紙蛋白量の
快復が硯はれ速かに正常値
に復してゐる0　この場合の
増加は専ら「アルブミン」
によるものでい「グpブ旬
ン」は多少の動格はあるが
殆んど不襲なるかいム或は住
かに減少の傾向を見るものがある0　従って
「アルブミン」「グロブリン」の両分劃の量的
比率も潮時正常化し蛋白商も大となる。　，
乳靡尿の場合の低蛋白血症は乳腱の排出に
よる蛋白い特に「アルブミン」の雫失の馬に
引起されたこ次的の現象にして乳磨尿の閉止
により速かに快復する。血清蛋白の測定によ
り概ね乳靡尿の程度を知ることが出来る0
ノ
第2節　　血液我国時間
患者8例（内訳、乳廉（血）尿症7、「くさふる
ひ」1）に「スパトニγ」一日量0・3－0・6－0・9gな
授与し、投与前、3E相、7日目、爾後一週間毎に血
液凝固時間な測定した。
患者は何れも血液凝固時間は著明に慮綿半数以上
は4′・00′′以下である。Supatoninな投与すると第2図
に見る様に凝固時間は漸時延長し大多数は7日乃至
28日位のい間に、概ね仔虫消失後には平常値に復する。
この様に血液凝固時間が直線に的長して行く途上忽
然として乳鰊（血）尿の閉止な見てゐる。又尿の凝固
い性、繊維素塊も血液凝固時間の延長と併行して軽減
消失する傾向が見られる0筒Supatoninの連続投与
により血準凝固時間は無制限に延長するのではなく
概ね8分乃至12分位に至って安定する様に恩はれる。
投薬終了後1乃至3ケ月間に亘り3例な測定する板
金な特たが何れ、も正常値範囲内lにあった。（第2・図）
弟・1国。　　（血清蚤自）
第　2　固　　血液凝固時間
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第　3　国　　血隻小　枝 第3昏　血　d、頓
血液凝固時間の測定と
同時に血小板数の消長な
鶴零すると・服薬開始後『3
′J7　日目頃より一般に減
少の傾向なたどり20方前
′後の値に落着くものが多
い。　（第3図）
弟6卓　絶い括及考㍍察
1）「フィラリア」・患者に，於ては一般に血
清「グロプリン」の増加があり中には紙蛋白
量に於て健廉者値を凌駕するものも見ちれる
がい乳廉（血）尿症、淋巴陰嚢の如く淋巴或
は乳靡の漏出のあるものでは「アルブミン」
が減少して比較的著明な倍蛋白血症を蓋し逆
に「グロブリン」は運封的に叉絶封的に増加
して両分劃中平衝が失はれ蛋白商が著しく低
下せるものが多た0　．
乳靡尿期にあっては血清蛋白量は日々不定
に動格しつ1低蛋白血症を示してゐるがい沃
魂め腎孟内注入い「スパトニン」の内服に依
り乳靡尿が一旦閉止すると血清蛋白量は直線
的に増加し比較的速かに正常値に復する0　こ
の場合の増加は専ら血清「アルブミン」であ
一
って「グロブリン」の転封量は殆んど不攣で
ある．0
「フィラリア」寄生の影響として「グ▽プリ
ン」の増加を挙げることが田釆るが、乳磨尿
に見られる「アルブミン」の減少による低蛋
白血症は乳磨尿排出の結果の体琴自学失によ
るものセ一次的の現象でありい血清蛋白量を
渕定することに成り乳靡尿排出の軽重一程度
を知ることが出来る。
2）血液凝固時間は・「フィラリア」症34例
中30例にその短縮が見られる。特に乳磨尿
＼
症い象皮病の如く器質的欒化の強いものに著
しい象皮病では2′00－4′30′′、乳靡尿症でも
22例中12例は5′00′′以下、平均5′00′′、甚
しいものは1′30′′を示すものがある。唯仔
虫陽性無症状者の2名は正常値にあった。
以上の如く血液凝固時間の短縮は乳靡尿症
以外の▽ィラワァ症にも共通に見られる現象
であって個人的い先天的のも‘のでもなく叉乳
靡尿排出の為に起った体液性状の欒化に基く
ム′／
・ものでもない0恐らく「フィラリア」寄生の
結果引起された現象と考へざるムを得ない0
・
胸管淋巴の凝固時間は元釆血液のそれ正比
して長く且つ不完全なものとされてゐるがい
Heidenhein，Starlihg，Cohnheim等は諸種薬
物に依る凝固性の変化は血液、淋巴液共に併
行することを述べてゐる。淋巴は血液より交
附されるもので両者の物理的い化蓼的の性状い
新陳代謝は密接な關係があることは疑ひない。・
淋巴液中には血小板は存在しないが凝血要素、J
又は凝血促進物質がフィラリア症の場合淋巴
液に移行しその凝固性の克進を来すことが想
像される0侍「スーヾ＋ニン」の投輿により短
縮してゐた血液凝固時間が延長を来すがその
途上之と併行するが如く尿の寒天様凝固及繊
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維素塊が減少い消失し次に忽然として乳磨尿
の閉止を見ることは誠に興味ある所見である0
3）血′ト板も乳磨尿症に限らず一般に増加
の傾向が見られスパ1、ニンの服用に依り血液
凝固時間の延長と同時に減少する0更に他の
≧疑血因子に閲する観察が必要である0
弟7章　一結　　　　語
フィラワァ患者40名に就き血清蛋白量い血
液凝固時間い血小板の測定を行い次の結果を
得た0
1）フィラリア患者は一般に血清「グロプ
サン」の増加がありい乳靡尿症い淋巴陰嚢の如
く淋巴漏出のあるものでは「アルブミン」の減
少による低蛋白血症を呈し蛋白商が低下する0
2）乳廉尿の閉止により血清「アルブミン」
は比較的速かに増加い血清敗者自量は正常値
に復す0
3）血液凝固時間は短縮し、血小板は増加
する傾向があり、乳腱血尿症い象皮病に於て
l
甚しい0
4）「スパトニン」服用により漸時血液凝
固時間は延長しい血小板は減少をたどるがそ
の途上尿の寒天楼戯臥繊維寒が塊減少▼弼
失し忽然として乳腱尿が閉止す0い
潤筆に聾り終始熱心な御示導と御校閲の労をとられた北村教授に深謝す○
（昭27・3・3受付）
